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｢財務応援Super/Lite Ver.8.2 ｣での対応内容をご案内します。 

 

 

1.バージョンアップについて 

財務応援 Super/Lite・・・Ver.7.5 以降 

＊電子申告プログラム「財務応援 Super Ver.８.1.e4」をお使いの場合 

電子申告プログラムは、Ver.e4を継続してのご利用が可能です。財務応援Super Ver.8.2へのバ

ージョンアップ後、電子申告プログラムVer.e４のセットアップは不要です。 

財務応援 Super の電子申告プログラムを含めたバージョン表示は「Ver.8.20.e４」となります。 

２.データの利用について 

＊データの受け渡し処理の注意事項 

財務応援 Super/Lite Ver.7.0以降で作成したデータを使用することが可能です。 

※「データ共有サービス」(会計 Weplat)を利用する場合は、双方の財務応援 Super/Lite が Ver.8.2以降で

なければ利用することはできません。 

3. システムでの機能アップ内容について 

●会計Weplatデータ転送機能対応 

会計 Weplat データ共有サービスに会社送受信や仕訳送受信のデータファイルの送受信する機

能を追加しました。従来の IDC データ通信サービスで行っていた処理を引き継ぐことができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●会計Weplatデータ共有サービス 会計事務所担当者の対応  
会計事務所の担当者 ID ごとに、データ共有／データ転送サービスを担当する共有先（顧問先）

を設定できるように対応しました。 

・担当の設定は会計 Weplat 管理サイトで、管理権限者が行います。 

・データ共有の場合、アップロード時の顧問先名の指定では、担当の共有先のみ表示されます。

また、担当者 ID でのログイン後の財務の会社選択画面では、担当の会社のみ選択が可能です。 

・データ転送の場合、データ送信時の顧問先名の指定では、担当の共有先のみ表示されます。

データのダウンロードも、担当の共有先のみデータの受信が可能です。（一括ダウンロード

の場合も担当共有先分のみダウンロードされます）。 

・担当者別にメールの受信可否の設定に対応しました。 

●ZIP対応  
システムで使用しているファイルの圧縮形式を、LZH から ZIP に変更します。LZH 形式の脆

弱性を考慮し、今後は ZIP をお使いいただけます。また、財務応援 Ver.8.1以前とのデータの

やり取りを行う場合は、従来の形式行えるよう会社単位で圧縮形式を選択できるように対応し

ました。 

｢財務応援Super/Lite｣機能アップ対応版（Ver.8.2） 概要 

バージョン表記について 
「Ver.8.2」のように小数点以下 2 桁目は
省略して記載している箇所があります。正確な
バージョンはシステム起動後の［ヘルプ］-

［バージョン情報］で確認できます。 
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4.動作環境 

OS Windows®７/Vista/XP/2000(*1、2、3) 

メモリー 
XP/2000 の場合 128MB(256MB 以上推奨) 

Vista の場合 512MB 以上（1GB 以上を推奨）７の場合 1GB 以上 

CPU 
XP/2000 の場合 400 MHz 以上（500MHz 以上推奨） 

Vista の場合 800MHz 以上（1GHz 以上を推奨）7 の場合 1GHz 以上 

ディスプレー 

1024×768 ドット(小さいフォント)を推奨(*4)、 

大きいフォントでは正常に表示できません。 

 ※Windows® XP の場合標準フォントかつ 96DPI を使用 

Vista の場合標準のスケール（96DPI）を使用 

7/Vista/XP の場合カスタム DPI 設定：９６ピクセル/インチを使用 

表示色 

（画面の色） 

7/2000 の場合 high Color(16Bit)以上 

Vista /XP の場合中(16Bit)以上 

ブラウザー 

Internet Explorer 6.0Service Pack1以降。 

インターネットでデータ通信を行う場合に必要。 

※別途インターネットプロバイダとの契約が必要になります。 

HDD Super：2７0MB 以上、Lite：2７0MB 以上 

最大用紙サイズ B4(A4 に自動縮小可) 

プリンター 
レーザープリンター（ポストスクリプト対応プリンター除く）(*5) 

またはインクジェットプリンター(ADF 付) 

(*1)：Windows7は64ビット版も使用できます。 

(*2)：財務応援 Super ネットワーク版にて、ターミナルサーバーとして使用しない場合、Windows® Server 

2003／2008は、サーバー用として使用する場合のみ動作保証します。 

(*3)：財務応援 Super ネットワーク版にて、ターミナルサーバーとして使用する場合、Windows® Server 

2003／2008のコンピューターをターミナルサーバーにし、リモートディスクトップ接続により利用

することが可能です。なお、Windows® Server 2003／2008のコンピューターにセットアップし

たクライアントプログラムをサーバーで直接操作することは、動作保証外となります。 

(*4)：800×600ドットについては動作保証外です。 

(*5)：カラープリンターは EPSON 製が対象です。 

5.ライセンスについて 財務応援Superネットワーク版 

プログラムの起動には、ライセンスが必要です。セットアップ後、システム起動時にライセンスを設定

してください。すべてのクライアントで、サーバーのデータ格納ディレクトリが選択されている場合は、

いずれか 1 台のクライアント PC でライセンスを設定する事でプログラムの起動が可能になります。 

6.プロダクトIDについて 財務応援Superスタンドアローン版／財務応援Lite 

プログラムのセットアップ(インストール)時には、プロダクトＩＤの入力が必要です。プロダクトＩＤ

は製品固有の 24 桁の数字で、同一のプロダクトＩＤは存在しません。1 つの製品を複数のコンピュー

ターにセットアップされた場合、2 台目以降では、別のプロダクトＩＤを入力されるまでプログラムの

起動ができなくなります。（財務応援 Super スタンドアローン版／財務応援 Lite） 
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また、今回より上記エラーチェックに加え、インターネット上でもプロダクト ID の重複チェックを

行い下記のようなメッセージを表示します。（財務応援 Lite のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流納品の場合、プロダクト ID が記載されたラベルは、CD-ROM のケース(ライセンス商品の場合はラ

イセンス使用許諾証またはプロダクト ID のご案内ハガキ)に貼られます。ダウンロード提供の場合、プロダク

ト ID は「マイページ」にてご確認することができます。 

ライセンス商品のご案内 

｢応援シリーズ｣で、同一プログラム(スタンドアローン版)を複数本使用される場合、２本目以

降を割安価格でお求めいただけるライセンス商品(及び年間プログラム保守契約)をご用意しています。 

■ライセンス商品はこんなときに最適です。 
①企業又は会計事務所内において、複数台のパソコンで使用する場合 
②本社以外の出先拠点(支社、営業所等)において使用する場合 
③会計事務所において、在宅処理や外出先処理(モバイル用途)等の所外で使用する場合 
④学校等の教育用途として使用する場合 

 【著作権･使用許諾契約について】 
プログラムを使用するには、著作権法及び使用権許諾契約により、１台のコンピューターにつき１ライセン
スの使用許諾が必要です。 


